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第１章：コントロールパネルについて
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１-１.コントロールパネルへのログイン

コントロールパネルは各種サーバの設定を行うための画面です。

管理者ユーザ、個別のアカウントでログインする事ができ、ログインしたアカウントによって
設定できる項目が変わります。

・管理者ユーザでログインした場合。
新規のメールボックス(メールアドレス)の追加、メーリングリストの作成、
アクセス解析の確認、個別アカウントパスワードの再設定、等を行う事ができます。

※管理者ユーザでログインするためのアカウント情報（管理ユーザ名/パスワード）は

サーバ情報に記載されております。

・個別のアカウントでログインした場合。
個々のメールボックス(メールアドレス)の、転送、自動返信、ウイルス＆SPAMチェック等の
設定を行うことができます。

※個別アカウント情報（該当メールアドレス/該当のメールアドレスパスワード）は、
御社にて、作成されたメールアドレス情報となります。
セキュリティ上、弊社ではお客様のパスワード情報を保持していない為、
パスワード等が不明な場合、弊社では回答致し兼ねます。
パスワード情報が不明な場合、管理者ユーザでログインしていただきパスワードの再設定をお願い致します。
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１-１.コントロールパネルへのログイン

コントロールパネルのログイン方法

ブラウザーから「https://secure.sakura.ad.jp/rs/cp/?pid=992976#」にアクセスし
下記の項目を入力してログインボタンをクリックします。

●管理者ユーザでログインする場合
以下の情報を入力後ログインが可能です。

<入力例>

【ドメイン名、またはレンタルサーバのメールアドレス】

：管理者ユーザ名

【パスワード】

：管理者ユーザのパスワード
※管理者ユーザでログインするための

アカウント情報（管理ユーザ名/パスワード）は

サーバ情報に記載されております。

●個別のユーザアカウントでログインする場合
以下の情報を入力後ログインが可能です。
<入力例>

【ドメイン名、またはレンタルサーバのメールアドレス】

：該当メールアドレス

【パスワード】

：該当メールアドレスのパスワード

4

管理者ユーザ名 若しくは、該当メールアドレス

管理者パスワード若しくは、該当メールアドレスのパスワード



１-２.コントロールパネルの概要

・マニュアルでご紹介している項目以外は、お客様側で操作していただく必要はございません （弊社が管理上で使用する
項目となります） ※また、設定等を変更され何らかの不具合が発生した場合も同様にサポート対象外となります。
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項目 詳細

ホーム メンテナンス情報や障害情報など確認できます。

ドメイン/SSL
ドメインに関するSSL、メール利用、Webサイト利用の設定が
できます。

ユーザ/メール メールアカウントの作成・管理を行います。

Webサイト/データ データベースの作成や管理、ファイルマネージャー

サーバステータス 集計データ情報を閲覧できます。

セキュリティ サーバのセキュリティーに関しての設定を行います。

サーバ情報 アクセス解析などサーバの情報など確認できます。

スクリプト設定 php.ini、 CRONの編集 PHP、perlの言語設定を行います。

コントロールパネルの項目



１-２.コントロールパネルの概要
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項目 詳細

ドメイン/SSL ドメインに関するSSL、メール利用、Webサイト利用の

設定ができます。

項目 詳細

ユーザ・メール一覧 ユーザ作成と同時にメールアドレスを作成できます。

メール エイリアス エイリアスを作成できます。

エイリアスドメイン一覧 メールエイリアスで利用できるドメインを選択します。

メーリングリスト一覧 メーリングリストの作成、設定ができます。

送信メール
お客様のアカウントから外部のメールサーバに送信
されたメールの宛先と送信日時 を表示します。

メール送信数ログ
ご利用のアカウントから外部のメールサーバに送信
されたメールの宛先と通数を表示します。

Webメール WEBメールが確認できます。

ユーザ/メール

ドメイン/SSL

・マニュアルでご紹介している項目以外は、お客様側で操作していただく必要はございません （弊社が管理上で使用する
項目となります） ※また、設定等を変更され何らかの不具合が発生した場合も同様にサポート対象外となります。



１-２.コントロールパネルの概要
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項目 詳細

クイックインストール Web制作にお役立ちのアプリケーションを

コントロールパネルから簡単にインストール

できます。

インストール済み一覧 インストール済みのパッケージ一覧を表示します。

サイト内検索 サイト内検索を設定できます。

データベース データベース(MySQL)と管理ツール(phpMyAdmin)
の設定画面です。

ファイルマネージャー ブラウザ上でファイル操作（ダウンロード、アップ
ロード、権限設定等）を行えます。

Webサイト/データ

・マニュアルでご紹介している項目以外は、お客様側で操作していただく必要はございません （弊社が管理上で使用する
項目となります） ※また、設定等を変更され何らかの不具合が発生した場合も同様にサポート対象外となります。



１-２.コントロールパネルの概要
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項目 詳細

アクセスログ アクセスログの保存期間やアクセス解析の設
定が行えます。

リソース ユーザ設定ファイル(php.ini)の編集が行えます。

動作中のプロセス 動作中のプロセス を確認できます

サーバステータス

セキュリティー

項目 詳細

アクセスログ アクセスログの保存期間やアクセス解析の設定
が行えます。

リソース ユーザ設定ファイル(php.ini)の編集が行えます。

動作中のプロセス 動作中のプロセス を確認できます。

項目 詳細

WAF設定ドメイン Webアプリケーションファイアウォールの設定を行
います。

WAF検出ログ ユーザ設定ファイル(php.ini)の編集が行えます。

国外IPアドレスフィルター 国外IPアドレスフィルタの設定を行います。

サーバーログイン履歴 コントロールパネル、FTP、のログイン履歴を確認
できます。

・マニュアルでご紹介している項目以外は、お客様側で操作していただく必要はございません （弊社が管理上で使用する
項目となります） ※また、設定等を変更され何らかの不具合が発生した場合も同様にサポート対象外となります。



１-２.コントロールパネルの概要
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項目 詳細

サーバ情報
アクセスログの保存期間やアクセス解析の設定
が行えます。

各種コマンドのパス ユーザ設定ファイル(php.ini)の編集が行えます。

Perlモジュール情報 動作中のプロセス を確認できます。

サーバ情報

スクリプト設定

項目 詳細

php.ini設定 php.iniの編集が行えます。

言語のバージョン設定 Perl, PHPの言語設定ができます。

CRON設定 CRONの編集が行えます。

・マニュアルでご紹介している項目以外は、お客様側で操作していただく必要はございません （弊社が管理上で使用する
項目となります） ※また、設定等を変更され何らかの不具合が発生した場合も同様にサポート対象外となります。



第２章：メールの設定
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２-１.メールアドレスの作成

メールアドレス（メールボックス）の作成が行えます。

1 新しいメールボックスを作成するには、「ユーザ/メール」項目から「ユーザ・メール一覧」を選択して下さい。
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２-１.メールアドレスの作成

2

12

「新規追加」を選択してください。



２-１.メールアドレスの作成

3

基本項目について

ユーザー名
（メールアドレス）

@より前の部分のみ入力
例) test-user@gna.jpの場合test-userのみ入力

※先頭に記号を指定することはできません。

ユーザの説明
作成したアカウントに対する説明です。
記載は必須ではありません。

パスワード

英文字（大小）、数字、記号
※推奨

10 ～ 32文字、英文字（大文字、小文字）、

数字、記号の複合で設定してください。

パスワード（確認） 上記のパスワードと同じ文字を入力してください。

ユーザ権限
作成するユーザの権限を設定できます。
※管理者以外は一般ユーザを選択してください
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基本項目を入力し、メールアドレスの設定内容に問題が無いことを確認して下さい。



２-１.メールアドレスの作成

基本項目について

利用 メールを利用する場合はチェックを入れる。

メールの容量制限
メールボックスの容量です。
任意の数値を入力してください。

メールの受信
転送専用にすると、転送した後メールボックスに
メールは受信しません。

転送先アドレス
メールを転送したい場合、転送先のアドレスを入力
します。

ブラックリスト
受信を拒否したい場合、メールアドレスに含まれる
文字列を入力します。

ホワイトリスト
受信を許可したい場合、メールアドレスに含まれる
文字列を入力します。

ウイルスチェック
ウイルスチェック機能を利用する際 に「有効」を選択
して下さい。

迷惑メールフィルタ

迷惑メールフィルタ機能を利用する際 、「迷惑メール
に保存」 「メールを破棄」「フィルタを利用」を選べま

す、利用しない場合は利用しないを選択。
※迷惑フィルターを利用した場合、迷惑メール判定
で時間を要しメール受信の遅延につながる場合がご
ざいます。

FTP利用範囲
利用するを選択すると、作成したユーザーがFTPに

アクセスできます。

14

設定内容に問題がなければ、画面下部の「作成する」を選択して下さい。4



２-２.メールアドレスの設定変更
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ユーザ・メール一覧より、設定を変更したいユーザの「⚙設定」項目から「詳細設定」を選択して下さい。

コントロールパネルの「ユーザ/メール」項目から「ユーザ・メール一覧」を選択して下さい。1

2



２-２.メールアドレスの設定変更

1
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「基本項目」及び、「メール利用範囲」において、設定を変更したい項目のみ入力を行って下さい。

基本項目について

ユーザー名
（メールアドレス）

@より前の部分のみ入力

※先頭に記号を指定することはできません。

ユーザの説明
作成したアカウントに対する説明です。
記載は必須ではありません。

ユーザ権限
作成するユーザの権限を設定できます。
※管理者以外は一般ユーザを選択してください

利用 メールを利用する場合はチェックを入れる

メールの容量制限
メールボックスの容量です。
任意の数値を入力してください。

メールの受信
転送専用にすると、転送した後メールボックスに
メールは受信しません。

転送先アドレス
メールを転送したい場合、転送先のアドレスを入力
します。

ブラックリスト
受信を拒否したい場合、メールアドレスに含まれる
文字列を入力します。

ホワイトリスト
受信を許可したい場合、メールアドレスに含まれる
文字列を入力します。

ウイルスチェック チェック機能を利用する際 「有効」を選択して下さい。

迷惑メールフィルタ

迷惑メールフィルタ機能を利用する際 、「迷惑メール
に保存」 「メールを破棄」「フィルタを利用」を選べま

す、利用しない場合は利用しないを選択。
※迷惑フィルターを利用した場合、迷惑メール判定
で時間を要しメール受信の遅延につながる場合がご
ざいます。



２-３.メールアドレスのパスワード変更
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2 パスワードを変更したいユーザの「⚙設定」項目から「パスワード設定」を選択して下さい。

コントロールパネルの「ユーザ/メール」項目から「ユーザ・メール一覧」を選択して下さい。1



２-３.メールアドレスのパスワード変更
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3 新しいパスワードを入力し、確認のためパスワードを再入力して下さい。
入力後、「変更する」を選択してください。

パスワード入力後「変更する」をクリック



２-４.振り分け転送・自動返信の設定
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「振り分け転送・自動応答」は特定のメールアドレス宛に送信されたメールに対して
「自動的応答や転送、削除」をする機能です。

コントロールパネルの「ユーザ/メール」項目から「ユーザ・メール一覧」を選択して下さい。

2 設定をするユーザの【⚙設定】項目から【 振り分け転送・自動返信 】を選択して下さい。

1



２-４.振り分け転送・自動返信の設定
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3 条件・動作を入力し『追加』をクリックして下さい。
※「動作」で「自動返信」を選択する際は、20ページに記載されている、自動返信の定型文を先に作成してください。

上記参考例

<条件>  「差出人（FROM）」に「@gna.jp」（任意の文字列) が「含まれる」場合

<動作>   メールを転送します。 転送先： sample@gna.jp となります。

■条件・動作内容

「条件」部分について、
該当アドレスに届いたメールに、条件を選択します。

「動作」部分については、
条件に当てはまるメールに対しての動作を選択します

。

＜条件選択項目＞
「題名（件名）」or「差出人（FROM ）」 or「送信先」 に

「〇〇」任意の文字列が、
「含まれる」or「含まない」を選択します。

＜動作選択項目＞
「メールを破棄」

※該当メールを破棄します。

「メールを転送」
※転送を選択した場合転送先を指定します。

「自動返信」
※自動返信を選択した場合作成した

定型文のタイトルを選択します。



２-４.振り分け転送・自動返信の設定
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【自動返信の定型文作成方法】

1 コントロールパネルの「ユーザ/メール」項目から「ユーザ・メール一覧」を選択して下さい。

2 「 ⚙設定」から「自動返信の定型文」を選択して下さい。



２-４.振り分け転送・自動返信の設定
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3 定型文の内容を入力し、【追加】を選択して下さい。



２-５.メーリングリストの設定

1 コントロールパネルの「ユーザ/メール」項目から「メーリングリスト一覧」を選択して下さい。
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2 「メーリングリスト追加」を選択して下さい。

メーリングリストの作成手順についてご案内します。

※作成できるメーリングリストは 『 30アカウント』 までとなっております。



２-５.メーリングリストの設定
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3
メーリングリストの追加画面が表示されます。必要事項を入力し「作成する」を選択すると反映されます。
メーリングリストの一覧に、追加したメーリングリストが表示されます。

■ パスワードはメーリングリストの管理に使用しますので、忘れないようにしてください。

■ メーリングリストとして使用しているメールアドレスを管理者として登録しないでください。
メールがループし、正常に稼働しなくなる恐れがあります。

■ メーリングリストにおける「管理者」と「リストメンバー」は区別されています。
このため、管理者として登録したメールアドレスも、リストメンバーとして追加する必要があります。

基本項目について

メーリングリスト名
任意のリスト名を入力してください。
※16文字以内の文字数

パスワード 英文字（大小）、数字、記号

管理者
メールアドレス

メーリングリストの管理者用
メールアドレスを入力して下さい。



２-６.メーリングリストの編集

1 コントロールパネルの「ユーザ/メール」項目から「メーリングリスト一覧」を選択して下さい。

2 リストメンバを編集したいメーリングリストの「 ⚙設定」から「メンバー」を選択し
「新規追加」を選択して下さい。

メーリングリストへのリストメンバー追加についてご案内します。

25



２-６.メーリングリストの編集

3 メンバー追加の画面が表示されます。
メールアドレスを入力し機能を選択後、「作成する」をクリックして下さい。
リストメンバーへの追加を確認してください。

リストメンバ-の権限は、以下の種類があります。

■ メール配信＋投稿
メーリングリストのアドレス宛に届いたメールが配信されます。
また、メーリングリストのアドレスへメールを送信（投稿）することができます。

■ 投稿のみ（ 配信しない ）
メーリングリストのアドレス宛に届いたメールは配信されませんが、
メーリングリストのアドレスへメールを送信（投稿）することができます。

■ メール配信のみ
メーリングリストのアドレス宛に届いたメールが配信されますが、
メーリングリストのアドレスへメールを送信（投稿）することができません。

26



２-６.メーリングリストの編集

1 コントロールパネルの「ユーザ/メール」項目から「メーリングリスト一覧」を選択して下さい。

27

2 リストメンバを編集したいメーリングリストの「 ⚙設定」から「メンバー」を選択して下さい。

メーリングリストへのリストメンバー削除についてご案内します。



２-６.メーリングリストの編集

3 登録メンバーが表示されますので削除したいアドレスの「削除」を選択して下さい。

4 「メンバーを削除しました」の画面がでます、削除したメンバーが一覧から消えているのを確認します。



２-７.Webメールのご利用について

ブラウザからメールの閲覧・送受信が行えるWebメールについてご案内致します。

ブラウザから「 https://secure.sakura.ad.jp/rs/mail/?pid=992976」にアクセスし、

下記の画面よりメールアドレスとパスワードを入力後、「ログイン」ボタンを押下して下さい。

※弊社のウェブメールにおける推奨ブラウザは、「Firefox」、「Crome」となります。

29

1

ユーザー名・パスワード
【ドメイン名、またはレンタルサーバのメールアドレス】

メールアドレス
【パスワード】

メールアドレスのパスワード

ログイン後、
左記の「Webメール画面」が表示されます。



第３章：Webサーバの利用と設定
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３-１.FTPクライアントソフトの設定

1 FileZillaクライアントソフトを起動し、画面左上にあるアイコンを選択し、
□部分のサイトマネージャを起動してください。
※本説明では、FTPクライアントソフト「 FileZilla 」を用いて説明させていただきます。

31

＜サイトマネージャ＞＜FileZillaクライアント＞ 起動



３-１.FTPクライアントソフトの設定

2 「サイトマネージャ」画面の左下にある「新しいサイト（N)」ボタンを選択して下さい。
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３-１.FTPクライアントソフトの設定

3 「新規サイト」の部分に任意の名前を設定して下さい。
※例として、次ページより「新規サイト」を「gna.jp」へ変更して表示しています。
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３-１.FTPクライアントソフトの設定

4 「一般」タブ内の「ホスト（H)：」項目にホスト名（ドメイン名・サーバIP）を入力して下さい。
※FTP情報は、弊社よりご案内させていただいた、「サーバ情報」をご参照ください。
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３-１.FTPクライアントソフトの設定

5 「ログオンの種類（L）：」項目のリストから、「通常」を選択し、「ユーザ（U）」、「パスワード（W）」の
項目を入力して下さい。
※例）ユーザ名が『ftp-user』の場合、『ftp-user@ドメイン』となります。
※FTP情報は、弊社よりご案内させていただいた、「サーバ情報」をご参照ください。
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３-１.FTPクライアントソフトの設定

6 「転送設定」タブを選択し、
「転送モード（T）：」の項目から「パッシブ(P)」を選択して下さい。
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３-１.FTPクライアントソフトの設定

7 「一般」タブを選択し、入力情報を確認した上で、「接続」ボタンを選択して下さい。
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３-１.FTPクライアントソフトの設定

8
FTPソフトの画面に戻り、リモートサイト部分にフォルダ、ファイル名が表示されていれば、
サーバへのFTP接続は成功です。
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３-２.ファイルマネージャー（アップロード方法）

1 初期状態ではファイルが存在しない為、お客様が作成したファイルをアップロードします。
※ファイルをアップロードせずにウェブサイトへ接続した場合、エラー画面が表示されます。
※各種ファイルのファイル名が全角である場合、該当ファイルを正常に参照することが出来ません。

Webコンテンツをサーバへアップロードします。

・FTPアカウントの設定とFTPソフトの準備ができたら、お客様が作成したファイルをアップロードします。
・トップページのコンテンツファイルをアップロードします。
各ページの動作確認と、正常に表示されない場合の対処方法について説明しています。

2 ファイルのアップロードが完了致しましたら、ウェブサイトに接続し、動作を確認して下さい。
※PHP、CGI等のウェブプログラムにつきましては、実行権限が必要な場合がございます。

前項にて設定いただいたFTPクライアントソフトを使用して、ファイルのアップロードを行って下さい。
フォルダ、ファイルへの権限付与につきましては、FTPソフト、または、ファイルマネージャにて行う事が可能です。
(FTPクライアントソフトの操作方法につきましては、各ソフトのマニュアル等をご確認ください)
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３-２.ファイルマネージャー（アップロード方法）

1 コントロールパネルからログイン後、ファイルマネージャーを開く為、「Webサイト／データ」項目から
「ファイルマネージャー」を選択して下さい。

2 ファイルマネージャーの画面が表示されます。画面右側、ドメインの名前がついた
フォルダをクリックして下さい。

40

ファイルマネージャーを利用したアップロード方法をご案内致します。



３-２.ファイルマネージャー（アップロード方法）

3 画面右上のタブから、「アップロード」をクリックして下さい。

41

画面下の、「ファイルを追加」をクリックして下さい。4



３-２.ファイルマネージャー（アップロード方法）

5 アップロードを行いたいファイルを選択し、「開く（O）」を押すと、選択したファイルが追加されます。
追加後、「アップロード開始」をクリックして下さい。
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３-２.ファイルマネージャー（アップロード方法）

6 アップロードしたファイルが右側に表示されていればアップロード成功です。
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第４章：アクセスログの設定、確認方法
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４-1.アクセスログの設定方法

45

1 「サーバステータス」項目から「アクセスログ」を選択して下さい。

アクセスログの取得設定を有効にすることで、アクセス解析（ Webalizer ）を利用し、自身のウェブサイト

に対するアクセスを 客観的な視点で解析することができます。



４-1.アクセスログの設定方法
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アクセスログ設定項目、アクセスログの『保存する』を選択して下さい。
※エラーログの出力も有効にする場合は、『エラーログも保存する』にチェックを入れます。

2

入力後「保存する」をクリック

アクセスログの保存期間 』を選択することで、
最大24カ月分のログを保存する事ができます。



４-２.アクセスログの確認方法
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1 「アクセス解析」（ Webalizer ）を利用する事で、自身のウェブサイトに対するアクセスを
客観的な視点で解析することができます。

アクセス解析を行う場合は、『アクセス解析』をクリックして下さい。



４-２.アクセスログの確認方法
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アクセスログは解析ソフトWebalizerを使用しております。2


